
30・9・15 2リサイクル特集

燃やすごみ
（１kg）

びん・スプレー缶燃やさないごみ 缶プラスチックごみ 古紙・布 2ℓペットボトル
（１kg） （１kg） （１kg） （50g） （75g）（１00g当たり）

26.3円26.3円26.3円160.8円160.8円160.8円 19.4円19.4円19.4円6.8円6.8円6.8円 9.5円9.5円9.5円
処理するのに
どれくらい
かかるのか？ 127.6円127.6円127.6円 176.5円176.5円176.5円

　市内から発生する可燃ごみは、平成１９年３月末に老朽化に伴い本市の
可燃ごみを焼却処理していた二枚橋衛生組合の全焼却炉の運転を停止し
たことから、平成１９年４月より、その全量を多摩地域の各団体の焼却施
設で処理していただいています。これまで長年に渡り、ご支援をいただ
いた多摩地域各団体の施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様
に厚く御礼申し上げます。
　平成３０年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合（構成市＝稲
城市、狛江市、府中市、国立市）、国分寺市、ふじみ衛生組合（構成市
＝三鷹市、調布市）からご支援をいただいており、滞りなく処理するこ
とができています。施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に
重ねて感謝申し上げます。
　可燃ごみの共同処理については、浅川清流環境組合（構成市＝日野
市、国分寺市、小金井市）にて、新可燃ごみ処理施設の平成３２（２０２０）
年度の本格稼働をめざし、平成２９年１１月に建築工事を開始し、事業を進
めていますが、新施設が稼働するまでの間、その処理を多摩地域の各団
体にお願いしなければなりません。市民
の皆さんには、ご支援をいただいている
各施設周辺にお住まいの皆様および関係
者の皆様へのご負担を軽減するため、引
き続き、循環型社会の形成に向けて、ご
みの減量・資源化の推進に取り組んでい
ただくようお願いします。

可燃ごみ処理の支援に深く感謝申し上げます

ごみ・資源物処理経費に総額約28億6,989万4千円平成29年平成29年度度
廃棄物会廃棄物会計計
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総　額
平成29年度

28億6,989万4千円
平成28年度

28億6,306万3千円

収集運搬
28.2％
収集運搬
28.2％

焼却処理
40.8％
焼却処理
40.8％

6.2％6.2％
8.2％8.2％

不燃系ごみ
破砕等処理
16.5％

不燃系ごみ
破砕等処理
16.5％

平成２８年度平成２９年度
１１億５,５６１万２千円１１億６,９８８万６千円※焼却処理

※浅川清流環境組合負担金を含む

平成２８年度平成２９年度
９億２,９０８万５千円８億８４１万５千円収集運搬
３億３,３４８万４千円２億２,８９７万２千円燃やすごみ
５,４３７万９千円５,４６０万１千円燃やさないごみ
４,６８８万２千円４,７０７万３千円粗大ごみ
９,７２０万５千円９,７６２万１千円プラスチックごみ

１億６,０６１万４千円１億３,０９７万３千円古紙・布

３,３０７万４千円３,３２２万９千円びん・スプレー缶・有
害ごみ

３,７１５万２千円３,７３０万４千円空き缶・金属
５,５６９万９千円５,５９６万６千円ペットボトル
４３０万１千円４３０万３千円拠点回収
８,１８０万５千円９,４３７万４千円剪定枝・乾燥生ごみ
２,４４９万円２,３９９万９千円集団回収

平成２８年度平成２９年度

２億２,０４２万５千円２億３,６３９万８千円埋立・エコセメント化
処理

平成２８年度平成２９年度
１億４,６１６万６千円１億７,７２８万５千円選別等処理

４９３万７千円７１７万７千円古紙・布
３,５８７万６千円３,８２４万９千円びん
３,０９８万４千円３,３４７万６千円空き缶・金属
２,７０９万２千円３,１９７万８千円ペットボトル
４２６万１千円４２６万６千円拠点回収
１,２５５万６千円１,５７８万４千円可燃粗大・布団
３,０４６万円４,６３５万５千円剪定枝・乾燥生ごみ

平成２８年度平成２９年度
３７３万９千円４０４万１千円その他

平成２８年度平成２９年度
４億８０３万６千円４億７,３８６万９千円不燃系ごみ破砕等処理
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市民1人当たり　2万3,919円
1世帯当たり　　4万8,321円
　平成２９年度にごみ・資源物の処理に
かかった経費は、総額で約２８億６,９８９万
４千円でした。これは、本市の平成２９
年度一般会計決算の約７.２％、市税収入
の約１２.０％になります。平成２９年度の
ごみ・資源物の総排出量は２６,８６６ｔ
で、１ｋｇ当たり１０６.８円となり、市民
１人当たりで見ると２万３,９１９円、１世
帯（平均約２.０人）当たり４万８,３２１円に
なります。
歳入総額は約４億3,678万7千円
　ごみ・資源物の処理に係る歳入は、
約４億３,６７８万７千円でした。これは、
ごみ・資源物処理経費総額の約１５.２％
に当たります。歳入のうち、家庭系ご
み処理手数料は約２億８,５４９万６千円、
粗大ごみ処理手数料は約３,１９８万４千
円でした。

環境基金について
　環境基金は、ごみ処理施設の整備や
新たなごみ減量施策、環境保全事業の
充実などに充当するため設置している
ものです。平成２９年度は環境基金に２
億６,３４５万円が積み立てられました。内
訳は、家庭系ごみ処理手数料収入約２
億８,５４９万６千円の約２５％に当たる約
７,１３７万４千円、一般財源から約１億
９,２０７万６千円です。
資源化処理にも
多額の経費が使われます
　平成２９年度に資源化処理（資源物の
収集、資源物・燃やさないごみ・プラ
スチックごみなどの資源化）にかかっ
た経費は、約７億３,０５９万１千円（ご
み・資源物処理経費総額の約２５.５％）
でした。限りある資源を有効活用する
ため、資源物を分別することはもちろ
ん大切です。しかし、その処理には多額

の経費が使われます。そのことからも、
まずはごみになるものを元から減らす
発生抑制に取り組むことが重要です。
ごみの減量でいちばん大切なことは発
生抑制です
　日常生活の中で実践できる、代表的
な発生抑制の取り組みを紹介します。
渇生ごみの水切りを徹底する
渇マイボトル、マイバッグを持参する
渇余分なものは買わない
渇過剰包装やダイレクトメールは断る
渇食材は作りすぎない、使い切る
　発生抑制に取り組んだ後に、使える
ものは何度でも使うリユース（再使
用）、分別の徹底により資源になるも
のを捨てずに再生利用するリサイクル
（再生利用）に取り組むことが大切で
す。引き続き、発生抑制を最優先とし
たごみの減量・資源化の推進へのご理
解・ご協力をお願いします。

１ｔ当たりの処理経費
処理経費種　別
１２万７,５８８円燃やすごみ
１７万６,５３４円燃やさないごみ
１２万３,７２４円可燃系・布団

粗大ごみ
１９万１,０７８円不燃系
１６万８２３円プラスチックごみ
１３万３,２５０円有害ごみ
２万６,２９４円古紙・布
６万８,４７３円びん・スプレー缶
１９万３８６円空き缶・金属
２５万８,４５３円ペットボトル
９万３,１３４円拠点回収
９万４,０７０円剪定枝・乾燥生ごみ
１万５,００９円集団回収

ごみ・資源物の処理に係る歳入内訳
２億８,５４９万６千円家庭系ごみ処理手数料

主
な
内
訳

２,３４５万９千円事業系ごみ処理手数料
１,９９５万７千円自家搬入ごみ処理手数料
３,１９８万４千円粗大ごみ処理手数料

５,１９６万８千円可燃・不燃ごみ有価物
売り払い収入

２,３９２万３千円その他

その他　 0.1％

選別等
処

選別等
処理理

埋立・エコセメント埋立・エコセメント化化
処処理理

平成３０年度の可燃ごみ処理の支援先
支援量支援先
　６,０００ｔ多摩川衛生組合

　３,６００ｔ国分寺市

　３,５００ｔふじみ衛生組合

１３,１００ｔ合　計

　日ごろから、ごみの減量と資源化にご協力いただきましてありがとうご
ざいます。
　今夏は、記録的な猛暑のため、例年にも増してペットボトル入り飲料で
水分補給を行う機会が多かったのではないでしょうか。現在、回収したペ
ットボトルは、市内で選別・圧縮してから、（公財）日本容器包装リサイ
クル協会の指定工場で、リサイクルされています。同協会では、年１回、
品質検査を行っており、小金井市で回収されたペットボトルは、高い評価
をいただいています。高品質なペットボトルの一部は、ジャージ素材とし
て再生利用され、先日開催された２０１８FIFAワールドカップロシア大会に出
場したサッカー日本代表のユニフォームにも用いられています。
　リサイクル原料としてさらなる品質向上のため、ペットボトルを出すと
きは、軽く水洗いしてからキャップとラベルは取り除いてください。
　引き続き、ご理解とご協力をお願いします。
【７月分のごみ排出量報告】
　７月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は２７５.４ｇとなり、目標値
（２７２.２ｇ）を３.２ｇ上回りました。

○２１１

ごみ1人1日当たりの排出量（単位：g）

（参考）燃やすごみ
前月・前年度同月の排出量 259.3 263.4

30年度
6月

29年度
7月

（参考）燃やさないごみ
前月・前年度同月の排出量 29.3 26.8

30年度
6月

29年度
7月燃やさないごみ

（市内全域） 28.5 33.0 △4.5
7月 目標量 差引

燃やすごみ
（市内全域） 275.4 272.2 3.2

7月 目標量 差引

やった
減量成功

目標より
増えちゃった


